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学校ホームページ https://www.kita9.ed.jp/takakura-e 

【学校教育目標】「心身ともにたくましく、自立した子どもの育成」 
 

大谷翔平選手、ありがとう!! 

プレゼントのグローブが届きました 
アメリカ大リーグ エンジェルスに所属し、今年ドジャースに移籍 

した大谷翔平選手が、昨年 11 月に、自身の SNS で全国すべての小 

学校にそれぞれ 3 つずつ、およそ 6 万個のグローブをプレゼントす 

ることを発表したのは、よくご存じのことと思います。そのグローブ 

が、先日高蔵小にも届きました。それには、次のようなコメントも添えられていました。 
「私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいます。それ

は、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツだからです。グローブを寄贈することで、子ども
たちが野球というスポーツに触れ、興味をもつきっかけになってほしいと願っています。」 

世界で一番優れたプロ野球選手が集まるアメリカ大リーグで、いま最も輝いている選手が日本
の大谷選手であることは、とても誇らしいことです。大谷選手は、決して生まれつきすごい力を

もっていたわけではなく、人並み以上に努力し、自分に厳しくまわりの人にやさしく接していた

と聞きます。そうした生きざまにも学びたいものです。 

このグローブは、６年生のクラスから順に回していきました。全員が一度は触れたりキャッチ
ボールをしたりして大谷選手の思いを感じていました。その後は職員室の近くに飾り、いつでも

見られるようにしたいと思います。なお、子どもたちにはこの記念に、上掲のサイン入りカード

を複製して一人一人に配布しました。大切にしてもらえるとうれしいです。 

 

 

 

 

 

  

 

 
本年元日に石川県能登で起こった震度 7 の大地震や津波・火災 

では、甚大な被害があり、今なお多くの方が避難生活を余儀なく 

されています。寸断された道路や、倒れたビルや家屋を見ると、 
言葉を失います。こうした災害が最近、日本ではたいへん多いよ 

うに思います。折しも１７日は、阪神淡路大震災があった日。災 

害の教訓は、しっかりと体にしみこませておかなければなりませ 
ん。そこで、１６日に「地震が起きて火災が発生した」という想 

定で、避難訓練を実施しました。 

子どもたちは、地震の間は机の下に 
身を隠し、放送をよく聞いて、運動場 

に避難するという一連の動作を機敏に 

行うことができました。いざの時のパ 

ニック状態でも、落ち着いて考え行動 
できるよう今後も訓練を続けます。 

 

 

 



「夢をかたちに」～４年生がキャリア教育で学んでいます～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

「大繩発表会」近づく ・・・チーム力が試されます・・・ 

 ６月にスタートした「縦割りグループ」でのパワ 

ーアップタイム（なかよしデー改め）も、いよいよ 

大詰め。１２月の中間発表会を経て、２月７日に、 
いよいよ本大会を開催することになりました。中間 

発表会では、好成績を収めた３チームが、主催のス 

ポーツ委員会から表彰されました。その記録を抜き 

去るべく、各チームはこれまで練習を重ねてきまし 
た。この行事は、保護者参観可です。短時間ではありますが、応援をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月後半の主な行事 

１１９日（金） クラブ活動 
２６日（金） クラブ活動 

 
 
◆1 月のスクールカウンセラー来校日◆ 

19 日午前 26 日午後 
◆２月のスクールカウンセラー来校日◆ 

2 日午前 8 日午後 16 日午前 
 

             ☆声かけて 地域の宝 子どもたち☆ 
『ほめたり』，『しかったり』，『認めたり』。わが子と同じ愛情をもって，学級・学校・地域の子どもたちを育てていきたいです

す。 

す。 

 

子育て親育ちのための「北九州市子どもを育てる 10 か条」again 

２月前半の主な行事 

１０１日（木） 新１年生入学説明会 
０２日（金） 中学校入学説明会・代表委員会 
０５日（月） 校外学習③みどりの里 
０６日（火） キャリア教育④ 
０７日（水） 大繩発表会 
０８日（木） 昔遊び① 
０９日（金） 委員会活動 
 
 

 

「世の中には、約１９０００種類の仕事があります」「近い将来、今の４９％の仕事がＡＩや機
械にとって代わられる予想があります」・・・こうした話題からスタートした４年生の総合的な学
習の時間の導入の一コマ。話をしてくださったのは、（株）パーソルという経営戦略本部でキャリ
ア教育を担当しておられる馬場さん。１１日、本校のために東京からお越しくださいました。 
「キャリア教育」とは一人 
ひとりの社会的・職業的自 
立に向け、必要な基盤とな 
る能力や態度を育てる教育 
のことで、将来自らの長所 
を生かし、自立した生き方 
ができるように、自らの可 
能性を追求しようとする態 
度を育てる教育です。 
 第１回は、「『はたらく』 
について考えよう」というテーマで、まず「はたらく」とは何か、イラストの中から世の中にあ
る仕事には、どのようなものがあるかを見つけ出す課題に、グループで話し合い、意見を積極的
に出し合いながら学習を進めていました。普段気付かないところにも、工夫や知恵が詰まってい
て、人の役に立つ仕事やそこではたらく素晴らしさにもふれていただきました。                                                          

また、２回目は（株）スピナの総務課 
の津留さんと岩田さんに「会社って何を 
するところ?」というテーマで授業をし 
ていただきました。改めて尋ねられると                        
と、回答に困る問いです。「よりよい商
品・サービスを作る」→「お客様に使っ
てもらい、喜んでいただく」→「お金を
いただく」という一連の流れの大切さを 

詳しく教えていただきました。さらに、国語、算数…と、各教科の学習で学んだことが、社会に
出て、どのように役立っているのかについても話していただき、子どもたちは「なるほど」とい
う表情で聞き入っていました。今後もシリーズで講師を招き、学びを深める予定です。 
 
  
 
 


